第16回中小商工業全国交流・研究集会

地域の宝を生かし、新時代をきり拓こう

－カジノ経済から育てあう経済へ－　

ＨＰ・メールニュース<№5>
2009年10月16日
秋の夜はつるべ落とし－夜空に輝く名月を愛でているうちに中旬となりました。

さまざまな催しが予定されているこの秋、学習、教育の機会にも、芸術や文化に親しむためにも、そして要求解決の力をつけるため、商工交流会への参加の訴えをさらに広げてください！
多くの新しい出会いが豊かな実りをもたらします－いよいよあと２週間です。最後まで参加の取組を強めていただきますようお願いします。
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　　　☆コンテンツ☆
・歓迎行事：「舞のおもてなし」

　　　・京都都府実行委員会開かれる
賛同団体はさらに4団体追加。

・基礎講座の紹介
・分科会の紹介⑦⑩
・ＨＰのケーススタディ募集
・京都吟行余談②
★移動分科会-⑰⑲は定員になりました。
　⑱吟行会もあとわずかです。登録をお急ぎください。

☆全体会の開場は１１時半からです。

「舞のおもてなし」（10月31日12時半～＠シルクホール）
歓迎の文化行事は「舞のおもてなし」－５人の舞妓さんの踊り、２曲の後、女将さんが踊りと衣装についてお話をしてくださいます。
くれぐれもお見逃しなく！
☆開演は12時半。
★11時半から参加者のみなさんをお出迎え。

☆写真撮影もＯＫです☆

●京都都府実行委員会開かれるー賛同団体はさらに4団体追加。
10月6日、19時より京都府実行委員会が京都府中小企業会館で開催されました。

府下から34人が参加し、中山眞・全国実行委員会事務局長が出席。
伊藤・現地実行委員長はこの間、京商連が固定費補助の府議会請願と商工交流会への賛同を府下業者団体によびかけ、固定費補助に13団体、商工交流会に4団体が新たに賛同を表明していることを紹介。分科会等への報告準備と参加の強化を訴えました。
基調講演を行う岡田知弘・京大教授は「新政権で道州制の流れをストップさせられ[image: image2.jpg]


るかどうか。大規模開発と国民生活第一というスローガンが混在しているが、その行方は公約実現を求める主権者の判断」－と大きな変化を見る視点について語りました。
★「地域の宝物を発見することは、自分たち自身の再発見。宝物探しから地域づくりへ」
「最大の宝物は、地域のなかま」（各地の地域調査から）･･･講演レジュメより　
●月曜日は「理容・美容業のみなさんへ　ぜひご参加を」－京都のよびかけ

現地では、第3日のみの参加も独自に組織しようと、表記のチラシを作成。商工新聞おりこみで読者全員によびかけ、また身近な中小業者にも広げるとりくみをすすめています。ニュースと一緒に送ります。近県のみなさん、参考に広げてくださいネ
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●基礎講座の紹介（10月31日17時～＠池坊学園）   
激動する情勢をきり拓く基礎力をつけようという企画の４つの基礎講座。

金融、社会保障、税制、経営革新－「そもそも論」を学びます。
〈変化に対応した金融〉講師：浦野弘（金融労連）、近藤英夫（右京民商事務局長）
金融労連の浦野弘氏は、中小業者にとっての金融機関のあり方や金融マンからみた融資申し込みのポイント、銀行との付き合い方などについて講義を予定しています。

近藤英夫氏は「あきらめないで」とよびかけた融資獲得運動の経験を踏まえ、中小業者の要求の見方と整理、相談や申込の仕方について「金融調査報告書」を活用して融資獲得までのノウハウも深めます。（司会：槐島あかねさん・大商連）

〈現代の貧困と中小業者〉講師：高橋瞬作（全京都生健会連合会事務局長）

「貧困の連鎖」について考え、憲法25条と社会保障について学びます。貧困の広がりと中小業者の様相を明らかにし、国保、医療、生活保護などの制度のそもそものあり方と国保料（税）の減免や医療費の一部負担金の減免、生活保護の申請の仕方など、具体的な作業も行う予定です。（司会：西村英弥さん・京商連）
〈憲法と納税者の権利〉講師：岩佐英夫（弁護士）、米田務（全商連常任理事）
岩佐英夫弁護士は、消費税裁判等で民商とともに運動の先頭に立ってこられました。国民がかちとってきた憲法論の現状と納税者の権利―その土台を学ぶ機会です。

　米田務氏は、「つぶされてたまるかパンフ」をもとに講義し、納税者の権利を主張し、滞納処分から営業と生活を守る運動のたたかいの交流の場にしたいと準備しています。

（司会：東信治さん・奈商連）
〈わが社の経営革新と宣伝〉講師：関浦照隆（中小企業診断士）、堀田正典（日本イラストレーション協会）
　関浦照隆氏は商工新聞でもおなじみの中小企業診断士、この間の「新たな取り組み」を紹介しつつ、「これまでと違うことに挑戦すること」を探します。ポジティブシンキングが潜在的な意識を肯定的に目覚めさせるといいます。

後半は、堀田正典さんを中心に協会のスタッフとともに、自身の商売を「視覚化」するワークショップを行ないます。主観、客観を織り交ぜて1時間ほど工作気分で楽しく過ごしてみませんか。（司会：小西金太郎さん・香商連）

●第７分科会「産学連携で切り拓く新製品。新分野」-産学公からの報告
助言者：山田卓司（自治労連都庁職）・近藤義晴（兵庫県中小商工業研究所所長）

山田卓司氏は東京都中小企業振興公社で中小企業の技術相談にのってきた経験をもとに、「大企業にはできない、小回りの利く開発、連携など国民のニーズに応えた製品開発カギ。中小企業が連携を図るためには自治体の役割が大きい」と東京都や区の取り組みも紹介してくださいます。
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近藤義晴氏は神戸市外大名誉教授で、今期から兵庫県中小商工業研究所の所長を担っていただいています。神戸市立工業高専に働きかけていただき、津吉彰教授（地域共同協働研究センター副センター長）からの報告もお願いしているところです。
また、地元から京都府中小企業技術センターの中村知彦氏が京都府・市の公的研究機関について報告をしていただきます。公設試験研究機関等の具体的な内容と活用をするための工夫等もアドバイスしていただく予定です。
中小業者からは「フットリペア神戸」（須磨民商）の里勇次さんが外反拇指を矯正する靴づくりへの挑戦と産学公連携をすすめていく上での問題意識を語ります。
●第10分科会「女性経営者」-歴史の大転換期にふさわしい力の発揮を-
助言者：川名和美（広島修道大学教授）・後藤宣代（福島医科大学非常勤講師）　

さて、今をときめく女性経営者の分科会－2人の女性研究者の助言者報告は、新時代を切り拓く女性経営者に大きなエールを送るものです。

川名和美氏は第13回商工交流会（＠神奈川）以来、この分科会の助言者です。「女性の新規事業創造の実態と課題」では、これまでの議論を踏まえ、「地域」「連携」というキーワードに着目し、女性の創業・新事業創造とその支援事例をもとに課題を検討したいとしています。
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はじめて参加の後藤宣代さんのテーマは「人類史的大転換と女性経営者－その決定的役割－」。「人類史的大転換」を逆流、本流から読み解き、「女性経営者こそ、人類史の大転換を担う」と、生きる喜び、働く喜びの世界をつくる大転換の担い手こそ女性経営－と結んでいます。
京都、大阪、兵庫の女性経営者が自らの人生と働く喜び、展望について報告します。
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●第16分科会「ＨＰの活用と中小企業経営」のケース　スタディ希望者募集中です

[吟行余談]　-2-　和菓子

前田貞一（東山民主商工会）
吟行の出発点近くの方広寺は、かつては大仏殿（焼失）を要する大寺院でした、幕末時の門前には名物大仏餅の茶店や土産物店が軒を連ね、たいそうにぎわっていました。その名残はいまだに残っていて、このあたりには饅頭屋さんが多くあります。京都人は味覚だけでなく、雅を大切にしてきました。長い年月に磨かれた風趣が京菓子の特徴です。茶道とともに栄えてきた和菓子の老舗は今も市内のあちこちに見られます。旅のつれづれにぜひ味わってください。

★事務局からのお願い

・参加申込は、まだ受付可能ですので、これからも参加をよびかけてください。
・参加申し込み書の記載にあたって、パネルと基礎講座の両方に○をしている方がいます。時間が重なっていますので、必ず、「どちらかに○」をしてください。
**********《参加申し込みについて》****************
１、日時・開催場所　2009年10月31日12時半～11月2日正午
第1日　全体会：シルクホール

パネルディスカッション・基礎講座：池坊学園

第2日　分科会：京都府中小企業会館、龍谷大学大宮学舎、池坊学園

第3日　全体会：シルクホール

２、参加費　　3日間：13,000円、1・2日間：10,000円、学生は3,000円

問合せ・参加申込は民商・全商連までご連絡ください。

参加申込用紙・リーフレットをお送りします。

全商連☎03-3987-4391／宿泊希望は、センターツーリスト☎06-6354-9131

★新たな賛同☆


京都金銀糸工業協同組合、京和燃料協業組合、福知山卸商業協同組合、京都府電気工事工業協同組合











